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12
月
８
日
、
文
化
遺
産
保
存
分
野

の
専
門
家
や
専
門
団
体
で
構
成
さ
れ

る
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
が

選
ぶ「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」に

「
舞
鶴
の
海
軍
施
設
と
都
市
計
画
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。人
類
の
歴
史
の
重

要
な
段
階
を
物
語
る
建
築
様
式
、
建

築
的
ま
た
は
技
術
的
な
集
合
体
の
類

型
、
景
観
に
関
す
る
顕
著
な
事
例
を

選
定
す
る
も
の
で
、ほ
か
に
は
、青
函

ト
ン
ネ
ル（
青
森
県
・
北
海
道
）や
迎

賓
館（
東
京
都
）、
東
海
道
新
幹
線（
東

京
都
〜
大
阪
府
）
な
ど
の
日
本
を
代

表
す
る
建
築
物
や
技
術（
左
表
）が
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
舞
鶴
の
海
軍
施
設
と
都
市
計
画
」

は
、
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
を
中
心
と
し

て
広
が
る
、
赤
れ
ん
が
倉
庫
群
や
要

塞
、橋
り
ょ
う
、水
道
施
設
な
ど
の
旧

舞
鶴
の
海
軍
施
設
と
都
市
計
画

生
き
続
け
る
軍
都
の
格
子
状
街
路
と
赤
れ
ん
が
の
施
設
群

日本の20世紀遺産20選一覧
 １ 　上野恩賜公園と文化施設群（東京都）
 ２ 　国立代々木屋内総合競技場（東京都）
 ３ 　立山砂防施設群（富山県）
 ４ 　黒部川水系の発電施設群（富山県）
 ５ 　瀬戸大橋（香川県）
 ６ 　青函トンネル（青森県・北海道）
 ７ 　舞鶴の海軍施設と都市計画（京都府）
 ８　 南禅寺界隈の近代庭園群（京都府）
 ９　 隅田川橋梁群と築地市場他を含む復興関連施設群（東京都）
10　迎賓館赤坂離宮（東京都）
11　聴竹居（ちょうちくきょ）（京都府）
12　箱根の大規模木造宿泊施設群（神奈川県）
13　肥薩線（旧鹿児島本線）（熊本県、宮崎県、鹿児島県）
14　鶴岡八幡宮境内の旧神奈川県立近代美術館（神奈川県）
15　有田の文化的景観/町並、産業・文化施設群（佐賀県）
16　旧朝倉邸と代官山ヒルサイドテラス（東京都）
17　小岩井農場（岩手県）
18　西条の酒造施設群（広島県）
19　東海道新幹線（東京都〜大阪府）
20　伊賀上野城下町の文化的景観（三重県）

①旧舞鶴鎮守府軍需部倉庫であった
赤れんが倉庫群（現赤れんがパーク）
②東市街地の碁盤目状の街路には
軍艦名が付けられる③大正６年の新
舞鶴市街地図（現東舞鶴市街地）

①

②

③

海
軍
施
設
と
東
市
街
地
の
都
市
計
画

の
こ
と
。明
治
22
（
１
８
８
９
）年
に
、

舞
鶴
鎮
守
府
の
設
置
が
決
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
小
さ
な
漁
村
で
人

が
通
る
道
や
峠
道
し
か
な
い
田
畑
、

谷
あ
い
に
、
一
挙
に
近
代
的
な
軍
港

都
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
壮
大
な
計

画
で
し
た
。軍
の
大
部
隊
の
移
動
や

訓
練
、
軍
事
物
資
の
補
給
に
耐
え
う

る
交
通
網
の
整
備
、
多
く
の
軍
人
と

そ
の
家
族
、
関
係
者
た
ち
の
居
住
に

伴
う
市
街
地
の
造
成
が
必
要
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

明
治
35
（
１
９
０
２
）年
、
新
た
に

造
ら
れ
た
市
街
地
の
通
り
に
は
、
海

軍
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
く
軍
艦
の
名

前
が
付
け
ら
れ
、
市
民
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

日本イコモス国内委員会

日本の20世紀遺産20選に選定
　西支所などが入る

「西総合会館」の愛称
が「ゆうさい会館」に
決まりました。市民の
皆さんにより親しまれ
るよう愛称を募集し、
集まった32点の中か
ら投票で決定（投票期
間：11月１日〜15日）。かつてこの地域一帯を治めた田
辺藩藩主の細川幽斎公にちなんで名付けられました。
　今後は、親しみやすいイメージがあふれ、より地域に
定着した市民が利用しやすい施設とするため、愛称を
活用していきます。   　　　　　　　　　　　《西支所》

施  

設

西総合会館の愛称が決定

ゆうさい会館をよろしく

応募者は、
石原純子さん（七日市）

市
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
、
い
ち
早
く
復
旧
活
動
が
行

え
る
よ
う
建
設
機
材
な
ど
の
レ

ン
タ
ル
会
社
で
あ
る
株
式
会
社

ア
ク
テ
ィ
オ
と
「
災
害
協
定
」
を

12
月
5
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
日
に
行
わ
れ
た
締
結
式
で

は
、
同
社
の
鈴
木
純
也
関
西
支
店

建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
会
社
と
協
定
締
結

災
害
時
に
機
材
な
ど
を
優
先
貸
し
出
し

防  災

タ
ル
機
材
を
優
先
的
に
提
供
い

た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
際
、
市
は
同
社
機
材
の

運
搬
車
両
を
緊
急
、
優
先
車
両
と

し
て
交
通
規
制
の
か
か
る
道
路

を
通
行
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
な
ど
を
定
め
ま
し
た
。

締
結
に
あ
た
り
多
々
見
市
長
は

「
本
市
が
掲
げ
る
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
賛
同

い
た
だ
き
、
全
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
あ
る
御
社
か
ら
申
し
出
を

受
け
、
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。災
害
時
の
迅
速
な

復
旧
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

  　

  

《
危
機
管
理
・
防
災
課
》

市
は
12
月
12
日
、
一
般
社
団
法

人
京
都
府
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
舞
鶴

支
部
か
ら
「
防
災
向
け
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
発
電
機
」
の
寄
贈
を
受
け
ま

し
た
。

発
電
機
は
家
庭
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

容
器
に
接
続
し
て
使
え
る
も
の
で

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
50
㌔
容
器
で
約
１
１
０

時
間
の
発
電
が
可
能
で
、
携
帯
電

話
の
み
で
あ
れ
ば
約
３
０
０
台
の

充
電
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
同
協
会
と
は
平
成
15
年

３
月
に
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の

供
給
応
援
に
つ
い
て
の
協
定
を
結

ん
で
お
り
、
災
害
が
起
こ
っ
た
時

に
避
難
所
で
必
要
な
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供

給
の
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

寄
贈
を
受
け
多
々
見
市
長
は

「
本
市
の
災
害
時
の
取
り
組
み
へ

の
応
援
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自

助
・
共
助
に
よ
る
防
災
活
動
を
支

援
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

市
で
は
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
発

電
機
に
加
え
、
新
た
に
１
台
を
購

入
し
、
災
害
な
ど
に
よ
り
市
内
で

孤
立
が
想
定
さ
れ
る
白
滝
地
区
と

岸
谷
地
区
に
12
月
17
日
配
備
し
ま

し
た
。  

《
危
機
管
理
・
防
災
課
》

長
と
多
々
見
市
長
が
協
定
書
に

署
名
し
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
市
内
業
者
で
対
応

し
き
れ
な
い
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
、
同
社
が
保
有

す
る
建
設
機
械
や
発
電
機
、
テ
ン

ト
、
投
光
機
、
大
型
扇
風
機
、
仮
設

ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
レ
ン

▲締結した協定書を掲げる多々見市長（右）と鈴木支店長（左）

災
害
時
の
防
災
活
動
の
一
助
に

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
か
ら
発
電
機
寄
贈

防  災

▲発電機の寄贈を受ける多々見市長（右から４人目）

▲白滝地区と岸谷地区に発電機を配備
    （12月17日撮影）
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